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◼ 地域幸福度(Well-Being)指標とは、客観指標と主観指標のデータをバランスよく活用し、市民の「暮らしやすさ」と
「幸福感（Well-being）」を指標で数値化・可視化したものです。

◼ 地域幸福度(Well-Being)指標では、世界的に認知された「ウェルビーイング（Well-being）」と「健康の社会的
決定要因（Social Determinants of Health）」の2つを基本概念としています。

（１）地域幸福度（Well-Being）指標の概要

ウェルビーイング（Well-being）

• ＝「身体的・精神的・社会的に良好な状態にあること」

• 「健康とは、病気ではないとか、弱っていないというわけではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべて満たされた状態
（Well-being）にあること」（WHO）

健康の社会的決定要因（Social Determinants of Health）

• ＝「個人または集団の健康状態に違いをもたらす経済的、社会的状況のこと」

• WHOソリッドファクツ（2003年）に列挙された健康の社会的決定要因：社会格差、ストレス、幼児期、社会的排除、労働、失業、
社会的支援、薬物依存、食品、交通

• 社会的決定要因とは、人間の健康には人間内面（身体・精神・社会）のみならず、外部環境も影響を与えているとする

• デジタル庁は、「デジタル田園都市国家構想実現に向けた地域幸福度（Well-Being）指標の活用促進に関する検討会」の開催
等を通じ、地方公共団体における地域幸福度（Well-Being）指標の活用を推進している。

• なお、地域幸福度（Well-Being）指標は、一般社団法人スマートシティ・インスティテュート(Smart City Institute Japan：
SCI-Japan）によって独自に作成・開発された手法によって算出される著作物であり、SCI-Japanは、地域幸福度（Well-
Being）指標及び本サイトに掲載の関連著作物（以下、地域幸福度（Well-Being）指標等）、並びに地域幸福度（Well-
Being）指標を算定する手法に対して、 著作権その他一切の知的財産権を有している。

https://www.digital.go.jp/councils/digital-garden-city-nation-wellbeing/
https://www.sci-japan.or.jp/about/index.html
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◼ 地域幸福度指標を用いる事で、各地域において取り組まれる施策を「手段」として、そのアウトプットとそこから導かれる
アウトカム（インパクト）を測定することが可能になります。

（２）地域幸福度(Well-Being)指標を活用したロジックモデル

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より



6

◼ 地域幸福度指標は、地域における幸福度・生活満足度を計る４つの設問と、３つの因子群(“生活環境” 、“地域
の人間関係” 、“自分らしい生き方”)から構成され、因子群は合計24のカテゴリーに細分化されます。

◼ 24のカテゴリー毎に、主観指標はアンケート設問、客観指標はKPIが設定されています。

（３）地域幸福度(Well-Being)指標の因子群とカテゴリー

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より

• 地域幸福度(Well-Being)指標では、偏差値化した主観指標・客観指標を
使用。

• 偏差値化の狙いは、まちの特徴をグラフの凹凸の形で読み取れるようにすること。
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◼ 地域幸福度指標は、各地域における政策と、その政策インパクトとして現れる市民の幸福感とを結びます。

◼ 主観指標と客観指標を同じ因子構成とすることで主観と客観の紐づけを簡素化し、因子間の関連から各自治体が
注目すべき因子の抽出が可能です。

（１）地域幸福度(Well-Being)指標の全体構成図

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 主観指標では、アンケート調査から市民の「ウェルビーイング」を測定します。

◼ 自治体の関心の高い領域や注力する分野について、地域幸福度(Well-Being)指標の50問ではカバーされてい
ない場合は、独自に追加設問を設定したアンケートの実施が推奨されています。

（２）主観（ウェルビーイング）指標の内容

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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（２）①主観（ウェルビーイング）評価指標 ～ 全50問

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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（２）②「地域生活における幸福度と生活満足度」の設問一覧（1因子、4問+1問）

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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（２）③「生活環境」の設問一覧（16因子、27問）

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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（２）④「地域の人間関係」の設問一覧（2因子、10問）

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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（２）⑤「自分らしい生き方」の設問一覧（6因子、9問）

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 客観指標ではオープンデータから「暮らしやすさ」を測定します。

（３）暮らしやすさ客観指標の内容

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 暮らしやすさの客観指標のうち、「指数」については、構成する項目（施策・施設など）が「有り」の場合に1点、「無し」
は0点とし、全項目の合計を算出しています。

（３）①暮らしやすさ客観指標のカタログ

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 暮らしやすさの客観指標のうち、「指数」については、構成する項目（施策・施設など）が「有り」の場合に1点、「無し」
は0点とし、全項目の合計を算出しています。

（３）②暮らしやすさ客観指標のカタログ

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 近年、地方自治体においても「EBPM」の発想を取り入れた行政経営が期待されています。

◼ その背景には、「VUCA」時代とも表現される先行きや将来の見通しの不透明さ・不確実性が高い今日において、より
機動的で柔軟な政策形成（アジャイル型の政策形成）が必要とされていることがあります。

◼ このような発想に基づく行政経営を行うために、あらかじめ政策効果の検証の設計を行うことが必要となります。

（１）EBPM：Evidence Based Policy Making の潮流

（出典）
*1 政策評価審議会「デジタル時代にふさわしい政策形成・評価の在り方に関する提言」（2022年5月）https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/hyouka_220531000157635.html より
*2 内閣官房行政改革推進本部事務局「アジャイル型政策形成・評価の在り方に関するワーキンググループ 提言」（2022年5月）https://www.kantei.go.jp/jp/singi/gskaigi/pdf/agile_teigen_setumei.pdf より

EBPMをめぐる国・地方自治体の政策的動向

• 政府は2017年8月にEBPM推進委員会を設置し、関係府省の連携のもと、EBPMを推進。

• 一例として、経済財政運営と改革の基本方針（いわゆる「骨太の方針」）では、2017年以来今日に至るまで毎年EBPMに言及。
2024年度の予算編成では、約5,000本の全予算事業の予算案の編成過程にEBPMの手法が活用された。

• 地方自治体でもEBPMの推進が課題となる一方、民間調査によれば「EBPMを推進している」と回答した自治体の割合は20%に満た
ないなど、その具体的な導入は模索が続く。

• 最近の動向として、2022年5月に政策評価審議会において「デジタル時代にふさわしい政策形成・評価の在り方に関する提言」がなさ
れている。同年12月に取りまとめられた答申では、政策評価の機能を「政策の進捗状況（現在地）を正しく知り、その「現在地」から
政策の「目的地」に向けたナビゲーションを行うもの」と定義した（*1）。

アジャイル型の政策形成と評価

• 従来の静的（スタティック）な政策形成・評価に対し、先行きが見通しずらい今日においては、より機動的で柔軟とされる「アジャイル
型」の政策形成・評価が求められる（*2）。

• そのためには、企画立案時に予定進路を明確に定め、実施後のズレを認識できるようにして効果を検証し、状況変化に応じて思い
切った政策の見直し・改善につなげていくことが必要。

• アジャイル型EBPMを実現する上で、政策目的とロジックの明確化（ロジックモデル）と並行して、データ等のエビデンスの収集、効果検
証の設計（リサーチデザイン）を行うことが重要。
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◼ ビジョンを明確に定め、達成のための方法（施策）を明示します。

◼ できるだけ多くの頻度、短い間隔で位置測定と航路修正を行います（＝毎年度の個別調査の実施）。

◼ 具体的な航路修正の方法（方向、速度、舵操作）を用います（＝事業の実施）。

（２）地域幸福度指標を活用した「アジャイル型」の政策形成・評価のイメージ

出典：総務省「令和４年度政策評価に関する統一研修」資料より

⚫ 幸福度はどのように変化したか？
⚫ 幸福度の変化に対し、構成因子
はどのように変化しているか？

⚫ 幸福度の構成因子のうち、どのよう
な因子に着目して施策・事業を進
めることが必要か？
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◼ 各ビジョンを達成するために協働で目指す施策横断的な取組として、該当する施策・事業群の取組の方向性を列挙
する形で「重点政策パッケージ」を置くことを想定しています。

◼ 各重点政策パッケージには、その内容に応じて、幸福度の構成因子の中からベンチマークする（経年での変化を確認
する）指標をふりわけています。

（３）重点政策パッケージにおける幸福度指標の活用について

テーマ 「人口減少対策」

ビジョン こども・わかものの活躍を応援する，若々しく住み心地・暮らし心地のよいまちの実現

ベンチマークする
幸福度カテゴリー

子育て
（基準値：R6年度偏差値）
• 主観：XX.X
• 客観：XX.X

多様性と寛容性
（基準値：令和6年度偏差値）
• 主観：XX.X
• 客観：XX.X

主観データ
（指標）

• 子育て支援・補助が手厚い
• 子どもたちがいきいきと暮らせる

• 町内にはどんな人の意見でも受け入れる雰囲気がある
• 私は見知らぬ他者であっても信頼する私は、町内（集
落）の人が自分をどう思っているかが気になる

• 女性が活躍しやすい
• 若者が活躍しやすい

客観データ
（指標）

• 保育所まで1km未満の住宅割合
• 可住地面積あたり幼稚園数
• 施設あたり幼稚園児数 (-)
• 人口あたり待機児童数（-）
• 歳出総額における教育費の構成比
• 合計特殊出生率

• 議会における女性議員の割合
• 自治体の管理職職員における女性の割合
• 自治体職員における障害者の割合
• 人口あたり外国人人口
• 多様性政策指数

重点政策パッケージにおける幸福度カテゴリーのイメージ
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◼ デジタル庁・一般社団法人スマートシティ・インスティテュートにより、地域幸福度(Well-Being)指標に関する「令和6
年度全国アンケート調査」が実施されています。

◼ デジタル庁は、「全国アンケート調査は、毎年1回実施する見込みですが、次回の実施時期や規模、方法は現時点
では未定です。」としています。

（１）地域幸福度(Well-Being)指標 ～ 令和6年度全国アンケート調査

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 地域幸福度（Well-Being）指標をもとに、①～⑥のプロセスを繰り返すことでWell-beingを高めていきます。

（２）Well-beingを高めるための指標活用プロセス

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より
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◼ 毎年度の事業の検証の参考資料として、幸福度因子とその構成データ（指標）の推移を確認します。

◼ 「なぜ上昇／低下がみられたのか」という観点から、n-1年度の結果をn+1年度事業の改善の参考情報として活用し
ます。

◼ 総合計画全体では、「幸福度因子の基準値（令和6年度偏差値）との比較結果」を示し、「なぜ上昇／低下がみ
られたのか」という観点から、成果の検証と改善策の検討に活用します。

（３）新たな計画の進行管理における指標の活用

【出典】『地域幸福度(Well-Being)指標利活用ガイドブック』（2024年6月版）より


